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容の構築と 2. ICT を活用した「振り返り」の実施の 2 つを設定している.


















また， 3 講義を連続受講した 6 名の学生へのアンケート調査・インタビュー調査結果から，本研
究の講義実践前後で変わったこととして，①社会科が好きになった②社会科への関心がました、
そして③社会自体への関心が深くなったことが挙げられた.




























ICT を活用した「振り返り」の実施の 2 つを設定している.
第 2 章では，上の第 1 の視点に立って「社会科概論J r社会科の指導法J r社会科教材研究」の
3 つの講義で理論的学習を行ったのち，実践的学習を実施している.また、第 3 章と第 4 章では第
2 の視点に立ち、 ICT を活用した「振り返り」の実施を行っている。具体的には、第 3 章では学習
管理システム (LMS) によるミニットペーパーの活用を、第 4 章では手書きパッドを活用し授業
のリフレクションを支援するためのシステム開発を行い、ともにそれらの実践が大きな効果を上
げたことが示されている。
教情 38
第 5 章で本論文全体をまとめているが、効果的な小学校社会科授業力育成を図るには「理論と
実践を兼ね備えた講義内容の構築」および rrCT を活用した振り返りの実施」が必要と結論づけ
ている。
審査の結果、筆者自身が実践者としてこれまでの実践をまとめ、さらにその成果を最先端の研
究手法と融合することにより発展させている点が高く評価された。実践を中心に研究を進めてお
り、研究の信頼性に関して一部不十分なところも見受けられるものの、筆者が長年、小学校の現
場教師として実践を重ねており本論文はその経験に基づいている点を鑑みると、研究の視点や発
想、は高く評価できるものと審査員全員の意見の一致をみた。
よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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